
Circular Innovation Forum

東京都では、 2 0 5 0年までに CO 2実質ゼロのゼロエミッショ
ン東京を実現することを目指し、持続可能なプラスチック利用
を推進しています。

近年、国内外で様々なリユースビジネスが次々と生まれ、ま
た革新的なプラスチックの水平リサイクル技術の開発が急ピッ
チで進められています。こうした動向を、様々な分野の関係者
の皆様と共有することを目的に、オンラインセミナー「サー
キュラー・イノベーション・フォーラム」を開催します。国内
外の最新のビジネス動向に触れるチャンスです。ぜひご参加下
さい。

【概要】

開催日時：2021年3月8日（月） 17:00-20:00（日本時間）

開催方法：オンライン（zoom）※YouTube同時配信

参加者 ：企業関係者、NGO等 500人

登壇者案内

第一部：脱炭素・循環経済へのイノベーション Circular Innovation

講演 17:05～17:35
中部大学 経営情報学部教授、慶應義塾大学名誉教授 細田 衛士 氏
博士（経済学）。慶應義塾大学経済学部長などを経て、2019年4月、中部大学経営情報学部教授。
2020年4月、中部大学経営情報学部長。専門は、環境経済学、資源循環の経済分析。
これまでに、経済産業省循環経済ビジョン研究会座長、産業構造審議会プラスチック資源循環戦略
ＷＧ座長などを歴任。3R活動推進フォーラム会長。リデュース・リユース・リサイクル推進協議会
会長。

東京都からのお知らせ 17:35～17:45
（革新的技術・ビジネスモデルの実装化に向けた都の施策について）

申込方法：以下URLからお申し込みください。（先着順）
（日本語）https://ws.formzu.net/fgen/S47035274/
（英語） https://ws.formzu.net/dist/S10097939/

主催： 協力：株式会社エックス都市研究所

サーキュラー・イノベーション・フォーラム

https://ws.formzu.net/fgen/S47035274/
https://ws.formzu.net/dist/S10097939/


第二部：リユース革命 Reuse Revolution 15分×4社

Loop Japan 合同会社 17:50～18:05
アジア太平洋統括責任者/日本代表 エリック・カワバタ 氏

日用品や食品などの容器を耐久性の高いものに変え、繰り返し利用を可能にする新たな

ビジネスモデル。アメリカ、フランス等に続き、日本でも3月からサービス開始予定。

MUUSE 18:05～18:20
CEO & Founder of Muuse Brian Reilly 氏

取組に参加するレストラン・カフェ等に共通のリユーザブル・カップを提供、消費者が
どの店でも返却できるビジネスを、シンガポール、香港、サンフランシスコ等で展開。

MIWA 18:20～18:35
Sustainability & Impact Manager Robbert van Tilborg 氏

食品やヘルスケア用品等の販売時に、BtoB、BtoCのそれぞれでリユーザブルな容器を
使用するビジネスを、チェコ、スイス、ドイツ等で行っている。

アイカサ 18:35～18:50
株式会社Nature Innovation Group アイカサ代表取締役 丸川 照司 氏

年間約1.2億本から1.3億本消費されるカサ。使い捨てのカサではなくシェアリングサー
ビスで提供するビジネスを首都圏を中心に展開している。

第三部：水平リサイクルの新技術 Closed-loop Technologies 15分×4社

CLOMA 18:55～19:10
花王株式会社 リサイクル科学研究センター長 南部 博美 氏

CLOMAは、海洋プラスチックごみの問題解決に向けて、プラスチック製品のより持続可
能な使用などを図るために設立された団体。393社・団体が参加。

積水化学工業株式会社 19:10～19:25
新事業開発部 ＢＲグループ 小西 千晶 氏

都市ごみ等を熱分解し、ガスを精製後に、バイオ技術でエタノールに変換する技術を開
発。岩手県に実証プラントを新設し、2021年度末に稼働・実証事業を開始する予定。

ユニリーバ・ジャパン 19:25～19：40
ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社 繁田 知延 氏

使用済み容器包装を自主回収し、“プラスチックは資源”があたりまえな未来を目指すプ
ログラム「UMILE（ユーマイル）」を推進中。その他、モノマテリアルフィルムパッ
ケージ、リフィルステーション（量り売り移動販売）、海外ユニリーバ事例についても
ご紹介頂く。

PureCycle Technologies 19:40～19:55
Chief Manufacturing Officer Dustin Olson 氏

廃プラスチックから色等を除去したバージン樹脂に近いポリプロピレンを取り出す技術
をビジネス化。現在、アメリカで工場を建設中。



海外企業紹介

PureCycle Technologies ( 以下「PCT」 )

は、特許取得済みの溶剤ベースの精製を使用
し、廃ポリプロピレンをリサイクルして
純正に近い品質に戻します。
この樹脂を 「超純再生ポリプロピレン( UPRP ) 」と呼んで
います。
当社の理念は、多国籍企業による持続可能な目標を支援する
一方で、消費者には持続可能なポリプロピレンベースの製品
を提供することです。また、世界の埋立処分場と海洋におけ
るポリプロピレン廃棄物全体を削減し、ポリプロピレン市場
の重要で新しいセグメントを創造することです。

MIWAは、再利用可能な容器包装に焦点を置いた、洗練された
ビジネスエコシステムです。当社のB to BおよびB to C

ソリューションは、容器包装の廃棄物を最小限に抑えながら、
データに基づいた方法で、食品や非食品を効率よく販売する
ことを可能にします。私たちは、サプライチェーン全体を巻
き込み、一次、二次、三次包装に取り組み、廃棄物の増加を
未然に防ぐことを目指しています。

MUUSE     シンガポール

多用途型社会の未来を担うMuuse

は、飲食業界のテイクアウトで利
用される使い捨てプラスチックの
削減を後押ししています。
2018年以降、Muuseはシンガポー
ル、香港、サンフランシスコ、
ジャカルタ、トロントなど複数の
都市で事業を展開し、48,000個以
上相当分の使い捨てプラスチック
を削減しました。

MIWA チェコ共和国

PureCycle Technologies アメリカ合衆国

最高経営責任者 (CEO)

ブライアン・ライリー氏

製造部本部長

ダスティン・オルソン氏

サステナビリティ＆
インパクトマネージャー
ロベルト・ファン・ティルボルグ氏

キャリアの最初の13年間を世界的な再生可
能エネルギーの開拓に費やし、風力発電や
太陽光エネルギーなどに携わりました。地
球規模の環境運動を直に経験したのち、再
利用可能なパッケージの世界に希望を見出
しました。2018年には、消費者が再利用可
能な容器を借り、返却できるようにするこ
とで、飲食業界のテイクアウトで利用され
る使い捨てプラスチックを削減するために、
リボルブ社の協力のもと、Muuseを設立し
ました。

米国、オランダ、中国において20年以上にわ
たり、精製、オレフィン類、特殊化学品、お
よび特殊樹脂の分野に携わりました。
コラボレーションの価値を尊重し、多様性を
受け入れて高機能のチームを作り、より良い
意思決定を行っています。これまでの幅広い
経験は、独自の機能横断的、異文化横断的な
視点を生み出し、周囲に耳を傾けることで、
批判的な視点と支持的な視点の間の整合性を
バランスよく引き出しています。

https://www.miwa.eu/

https://purecycletech.com/

https://muuse.io/

Recycled polypropylene

Today     The future

循環型経済と持続可能性分野の専門家です。
EUの国境を越えた持続可能性とイノベーショ
ン基金企業に勤務した経験から、企業、研究
機関、公的機関など複数の事業者が関わる環
境で業務を進める手法を学びました。MIWA
チームのメンバーとして、MIWAの再利用ソ
リューションと、循環型経済に向けた世界的
な変革との関連性を模索しています。環境政
策と生物多様性政策に関する知識を活かし、
シングルユースからリユースへの世界的な方
向転換の必要性について検証を続けています。

https://www.miwa.eu/
https://purecycletech.com/
https://muuse.io/

